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a 相手 ｡目的 ｡状況などの言語意識
b 言語がもつ構造や特徴
このような整理の仕方は,国語科の授業を行う際に
は,特に次のような点で有効に機能すると考えられ
る｡
｡言語能力の系統性が明確で,学年の発達段階を踏
まえた指導を行いやすい｡
･活動を通して身に付けるべき知識や技能が明確に
示されているため,単に活発な活動をさせるので
はなく,そこに明確な言語の学習としてのねらい
を位置付けやすい｡
･具体的な相手や目的をもつことが位置付けられて
いるために,機械的なスキル学習に偏りにくい｡
⑤到達目標ごとの指標及び内容
さらに,上述の到達目標ごとに具体的な指標(Indicators)
と指導内容 (Contents)が示されている｡
⑥モジュールズの特徴
我が国の 『学習指導要衝解説国語編』に当たる
Modulesには,言語活動がステージごとに示されてい
る｡具体的には,
･話す (Recount)
｡物語 (Narrative)
･手順 (Procedure)
｡情報リポート (InformationReport)
｡討論 (Discussion)
｡解説 (Exposition)
｡描写 (Description)
｡詩 (Poetry)
･応答 (Response)
といった項目となっている｡
さらには,内容ごとの具体的な言語活動例 (児童の
文例の解説など)が示されているほか,男女による差
への対応,アボリジニの児童や英語を母国語としない児
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童,社会的に恵まれない児童,特に優秀な児童,障害
のある児童への対応などがきめ細かく示されている｡
書店での聞き取り状況を合わせて考えると,具体的
な指導事例や指導にあたっての留意点が詳細に示され
ていることが,小学校教員にとっては授業づくりの手
がかりとなっているといえよう｡
まとめ
今回の調査で明らかになった,オーストラリア連邦
NSW州ワガワガ市における国語科教育の特徴をまと
めると,以下のようになる｡
1 リテラシー育成の重視
PISA｢読解力｣でも求められているリテラシーの育
成が,学習指導要領上明確に位置付けられているとと
もに,それらが特に中等教育段階の生徒の学びの姿に
具体化している｡
小学校段階では発音や発声等繰り返しの学習が多い
ために,やや機械的なドリル学習に偏る状況も見られ
たが,上の学年になるにつれて児童生徒の主体的な学
びの姿が多く見られた｡
2 教員の質の高さと支援体制
学習指導要領の構造が明確であるだけでは,実際の
授業の質の高まりには結び付かない場合も多い｡授業
が教科書をなぞるように進んでいくのではなく,学習
指導要嶺解説をもとに,年間を通して教材開発すると
いう点において,教員の質が高いといえるのではない
だろうか｡この質の高さを支えるものとして,専門的
なスーパーバイザーの配置及び,系統的な内容をもつ
市販教材や豊富な副教材を扱う書店の存在などがあげ
られる｡また本論では触れられなかったが,大学にお
ける学部段階からの充実したインターンシップも一因
である｡
3 異文化の受容
ELSの充実に加えて,学習指導要領にも英語を母国
語としない児童への対応が位置付けられていること,
授業にも積極的に異文化を受容する内容が取り入れら
れるなどの特徴が見られた｡
本調査の遂行に当たり,本学部上山異知子教授に多
大なるお力添えをいただいた｡また,現地高校生の聞
き取り調査にあたっては,LenMorris氏の御協力をい
ただいた｡ここに記して感謝の意を表す次第である｡
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